
母語・継承語・バイリンガル教育研究会
「ダブルリミテッド／セミリンガル現象を考える」
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１．はじめに
　帰国をはじめ、外国籍やダブルカルチャー等、さまざまな文化的背景を持つ児童・生徒が多数学ぶ啓明学園には、「ダブルリミテッド／一時的セミリンガル」の状況にあると思われる児童・生徒が散見される。本研究では、現在中学３年生の生徒を事例として取りあげ、小学校５年生の入学から現在までの歩みを追いながら、どのようにして「ダブルリミテッド／一時的セミリンガル」状況から抜け出したか、どのような支援が効果的であったかを考えてみたい。
　本研究は、初等学校、中学・高等学校の事例生徒に関わる教員による共同研究である。
1.1　啓明学園について
(1)啓明学園の紹介
　歴史　創立者三井高維が昭和１５年（１９４０）年、東京都港区赤坂台町の私邸に開いた帰国生のための小学校を初めとする。氏は学園発足にあたり、①キリストの教えに基づく人間教育の実践、②民族・人種の違いを超えた国際理解と個性の尊重、③体験学習による想像力の養成、④世界市民としてのマナーと品性の修得という４つの教育方針を掲げた。聖書の中からとった４つの標語、「正直・純潔・無私・敬愛」は学園の基本精神として現在まで受け継がれている。
　児童数　３２３名（2006年1月現在）　１学年２クラス、全１２クラス。
各クラス３０名程の児童によって学級編成をしている。
　帰国児童　全体の２０～２５％（英語圏帰国児童が主）
             ２２カ国にわたる滞在国(2006年１月現在)
　生徒数　中学　３３２名 １学年３～４クラス １クラス２８～３９名 全１０クラス
          高校　３３５名 １学年３～４クラス １クラス２８～３６名 全１１クラス
　国際生　中学　１４６名（４４％）
  　　　　高校　１５７名（４７％）（中学・高校の数字は２００５年１１月１日現在のもの）
　（※ 国際生とは帰国生・外国籍生・留学生並びに複数の文化的背景を持つ生徒を総称したもの）
(2)初等学校国際学級の紹介
  本学園では帰国、外国籍、複数の文化的背景を持った児童の取り出し学習を行っている。この取り出し学習を行うクラスを「国際学級」という名称で呼んでいる。国語と算数の２教科、並びに英語で取り出しを行っている。（以下、国際学級の表記は全てこの意味である。）
・授業時間　一般クラスが国語・算数を学習している時間に国際学級児童は国際学級教室へ来て学習する。国際教室にはそれぞれ自分専用の机があり、各自が担当教師の用意した教材に沿って個別学習をしている。
・対象児童　１年生～６年生の帰国児童で日本人学校には通っていない児童が多く、英語圏からの帰国が主である。
・編入　　  年間を通して随時、受け入れをしている。編入試験後、編入を決定する。
・児童数　　１２～２３人程度、随時編入を受け付けているため国際学級児童数は常に変動がある。
（杉山・島田・加藤）
(3)中学・高等学校国際学級の紹介
　創立以来６０余年にわたり、帰国子女教育に力を注ぐ一方、外国籍生徒の教育にも取り組んできている。１９８６年からは日本語コースを設置し、外国籍の生徒や海外からの留学生の受け入れを更に積極的に行っている。中学校の約４４％、高等学校の約４７％が国際生である。
　国際生の受け入れは随時行っている。国際教育センターを設置し、入学希望者に対する学校案内、学校説明、事前面接、編入試験、入学後のオリエンテーション、学校生活及び学習のフォロー等を行っている。
　国際生のために取り出し授業を行う国際学級では、国際生が一人ひとりの学習進度や日本語能力に応じた、それぞれの時間割に基づき学習をする。日本語・国語・数学・理科・社会（一部の保健の授業）で取り出し授業を実施している。また、英語は国際生のために３クラス（英語圏・国際校等で英語で学習してきた生徒向けに２クラス・非英語圏の日本語コース生向けに１クラス）、その他の外国語として、中国語・コリア語・フランス語・ドイツ語・スペイン語のクラスを設置している。
　取り出し授業を受けている生徒の数は中学で１１６名、高校で１４１名である。
　　（数字はいずれも２００５年１１月１日現在のもの）
（加藤）
２．事例生徒について
2.1　事例生徒
　　　Ｓ子：　女子　1５歳（米国滞在　０～１０歳）　国籍：アメリカ・日本
2.2　家庭環境
家族：日本人の両親、姉(３歳半上)、弟(４歳下)
家庭での使用言語：親は基本的に日本語
2.3　生育歴と学習環境の経緯
出　生　　米国　Ａ州
３－６歳　Ｂ州　プレスクール（キンダー）（英語使用）
６歳　　　Ｃ州　キンダー（幼稚部）　　 （英語使用、ＥＳＬ在籍）
７－10歳  Ｃ州　Ａ小学校 １年生～２年生 （英語使用、ＥＳＬ在籍）
                  Ｂ小学校 ３年生～４年生（特別支援クラスのある学校、英語使用）
10歳６月　４年生終了後、日本へ
　　９月  本校５年生に編入　　　　　　 （学習言語日本語へ）
　
 両親は姉が生後一ヶ月時に渡米。両親は子どもたちに日本語で話しかけた。Ｓ子の発語は遅く、２歳を過ぎてもことばは出ていなかったが、そのための特別な手当てはしなかった。
　３～６歳時に住んだＢ州の地域は日本人の少ない地域だった。母親は、寝る前に日本語の本の読み聞かせをするなど日本語に触れる機会を作ってはいたが、弟が生まれると、どうしてもＳ子に英語のテレビを見させておくことが多かったという。また、姉が学校生活に入ると共に家庭での英語も増え、親が日本語で話しかけても子どもたちが英語で答えることが増え、兄弟同士は英語で会話するようになっていったという。Ｂ州のプレスクールの最後の一年はキンダー（小学校１年生前一年間の幼稚部）だったが、ことばの遅れが気になり、Ｃ州に移ってからも、もう一度キンダーに入った。（州により就学年齢にずれがあり、また両親によって選択できる。）
　Ｃ州で住んだ地域は教育程度の高い地域だった。現地校でキンダーから２年まではESLにも在籍した。当時の現地校からの報告書によると、いつも明るく、友人関係もよかったとある。また、キンダーに入ると同時に、土曜日は日本語補習校に行き始めた。
　更に現地校報告書によれば、１、２年から、聞き取り・読み、また、宿題提出などの基本的なルールへの努力が求められている。宿題でも特に英語の読解の学習は困難だったという。読書も好きではなかった。３年になると、学校と親が相談の上、特別支援のクラスに入ることになった。
　補習校へは現地校３年生までどうにか通ったが、課題をこなすのが大変困難なため、最後の一年は近くの個人指導の塾に変わった。現地校の宿題は多く、親子で日曜日の夜までかかってその課題を仕上げた。また、金曜日の夜には補習校の宿題に取り組み、特に日本語の宿題はいやがり椅子に座らせておくのも困難だった。現地校４年生の報告書にはフラストレーションが現れていること、また文章題が理解できないことがあげられている。
　現地校４年生を終了して日本へ帰国すると、１０歳であるため５年生（２学期）に編入した。
（島田）
2.4　編入時の様子
(1)母学級での様子
　学級の子ども達は、それまでたくさんの帰国生を受け入れて来ていたので、Ｓ子の来る日を楽しみにして、歓んで迎え入れた。しかし、アメリカに１０年滞在ということで当然ではあるが、日本語でのコミュニケーションがうまくいかず、友だちとの間でトラブルになったり、自分自身もストレスがたまって、一人になったときにしょんぼりして涙を浮かべているということが度々あった。ただ、気が強いこともあって、みんなの前では決して泣かなかった。一人けんか相手の男子がいたが、"悪い言葉”をお互いに浴びせかけて、ストレスを発散させているという場面も見られた。また、見た目も話す内容も幼さを感じさせたため、精神的に急激に大人になりつつある女子の集団に入って行けず、彼女たちの話している会話にはもちろんついて行けなかったし、場の雰囲気も読めない様子で、ますます孤立感を味わっていたように思う。
（西村）
(2)国際学級での様子　
　明るくよく話す子どもで、自分は「アメリカ人だから」とよく口にしていた。そのことを誇りに思っていると感じたが、逃げであったかもしれない。日本語でよく話したが、細かい部分が英語的な表現で、英語の単語も混じった。文字がきたなかった。学習面では、集中力が続かなく、机に向かう習慣が身についていなかった。席に着くことが出来ず、常に立ち歩き、ほかの子どもたちの学習の妨げになってしまうことがしばしばあった。学習から逃げようとすることばかりに気がいってしまっていた。また、友人関係の中で自分の言いたいことを日本語でうまく相手に伝えることが出来ず、友達に攻撃的な物言いをしてしまう場面が度々見られた。「うるさい」「ばか」「あほ」「あっちいけ」等の汚いことばをすぐに出すため、けんかになりやすく、面白半分でちょっかいを出す子どもも数名いた。それがいやで国際学級に来て、泣いたり教師に強いことを言ったりすることも何度かあった。母学級と国際学級とでは態度に違いが見られた。　　　　　　　　　　　　　　　
（杉山・島田）
(3)家庭での様子
　アメリカにいた時と日本に来てからとでは大きな変化は見せなかった。母親に対しては、いらいらをぶつけるようなこともなかった。けれども、後日、本人が当時大変な思いをしていたと姉は親に話したという。（母親談）
（島田）
３. 初等学校　教科学習・学校生活場面での指導・支援の実際
3.1　母学級での取り組み
　学習面では、国語・算数以外は、学級の子ども達と一緒に学んだ。理科・社会の日々の授業では、特別のケアがないと分からないことが多く、理解するまで時間がかかった。授業中に特別の指導をする余裕がない現状であったが、今学習している単元を家庭に知らせて、教科書にふりがなをつけて、事前に一緒に読んでくる予習や学習後の復習への協力を依頼した。一方、社会科見学や理科の実験には張り切って取り組み、いろいろなことに興味を示した。また、「総合学習」には大変関心を示し、戦争と平和の学習、世界の国々、民族問題、環境問題等では、熱心に話を聞いたり、分からないことを質問したり、学習したことをまとめたりする作業に積極的に取り組んだ。とりわけ、「９・１１テロ事件」「北朝鮮拉致問題」「水俣病」をテーマにした討論授業では、周りの人の意見に左右されず、自分の意見をことばにつまりながらも述べようとしていた。
（西村）
3.2　国際学級での取り組み
　まず、学習に取り組めるように、机に向かう習慣を身につけることから始めた。毎回、授業の度にことばかけを続けた。しかし、習慣として身につけさせることは困難だった。それから、自分の言いたいことが表現できない時には、ゆっくりと話したいことを聞き、こういう時は、どんな言葉を使うのが適切なのかを一緒に考えた。　　　　　　　　　　
（杉山）
3.3　国語・日本語の学習
　国際学級では各自違う課題に取り組む。日本語の会話能力がほとんどない場合、まず、日本語担当教師が日本語初期指導としての文法学習を進める。そして初級前期が終わるころから、教科書教材も導入し、徐々に国語学習に近づけていく。教科書教材では、はじめは日本語能力の低さから、年齢に関係なく低学年の教材から始めなければならない。知的レベルが年齢相当で、日本語レベルの簡易な教材を探すことが課題であるが、理科的な説明文など、出来るだけ幼稚さを感じさせないものを選んで与えている。また、並行して、ひらがな・かたかな・漢字学習を進める。また、はじめに学校生活のための日本語（初期オリエンテーション）、それから随時、擬音語・擬態語、助数詞など日本語独自のプログラムを織り込んでいく。問題がある場合、低学年は特にほぼ一対一対応の学習体系をとらざるを得ない。
　Ｓ子の場合、編入当初、日本語会話には大きな問題は見られなかったので、仮名・漢字学習と平行して、すぐに教科書教材に入っていった。１年生説明文（理科）、２年生物語、説明文（日本文化）、と進み、擬音語・擬態語などを編入後半年間に学習した。けれども、集中して学習する様子は見られなかった。
　その頃「（外国人としての）日本語指導が必要なのでは」という声を受け、国語教材と並行して、日本語担当教師が外国人中高生用テキストを使って日本語指導を試みた。けれども、新しい文型などに多少出会うことはあるものの、本人の必要には合わないと感じ中止した。教科書教材では漢字力の不足から、学年よりはるか下の教材を使わなければならず、幼い教材に自分の居場所をどこに置いたらいいかわからなく感じているように思えたが、適切な指導法が見えないまま６年生の夏休みを迎えた。夏休みに描いてきた絵の幼さが大変気になった。
　編入から１年経った二学期、無理は承知で、６年国語教材（理科説明文）「ブナの木の森は緑のダム」（日本書籍６年上）にふりがなを振って、「これは６年の教材」と説明して与えた。本人が「えっ！」となんともいえない驚きと喜びの混じったような表情をしたことをよく覚えている。詳細な語彙理解などが十分できたとは思わないが、本人の英語での既習のことがらと「今」がつながった気がした。また、本文の中から算数・理科に関わることがらに発展させ、学園で一番大きな木を観察し、長さ、直径を計って、単位を表すことば（メートル・センチ）を学習したり、幹の様子を表すことば（ざらざらなど）を学習したりする作業をした。続いて説明文「近代の父－ガリレオ・ガリレイ」（日本書籍６年上）を教材として与えた。さらに、母学級での総合学習にあわせて「かくれ家の生活－アンネフランクの日記から」（日本書籍５年上）を与えると２ページの教材を一気に読み上げた。しかし、細かい読み取り作業はその後進まなかった。１０月になり、他の６年生の国際学級の児童と一緒に「木竜うるし」（日本書籍５年下）をグループ読みすることになった。初めは嫌がっていた。けれども、ペープサートをする段になると急に張り切りだし、他の国際学級生たちの前で、披露することが出来た。この頃、漢字学習は「かんじだいすき」を導入し、３年生教材の学習に入った。
（島田）
3.4　算数の学習
　３年教材から始めた。２桁の掛け算、あまりのある割り算、大きな数、掛け算の筆算、小数、分数、円と球、三角形と復習していった。何人かのスタッフの中でも、出来る限り継続的にＳ子の算数指導に関わった桑原晴美教諭は以下のように当時の様子を報告している。
　学習したことが定着しないので、同じ単元を繰り返しやらなければならなかったが、同じ問題を与えるわけにもいかず、目先のかわった教材を用意した。算数パズルのようなかたちで学習したこともあった。時には、中学生用の問題集の中から小学校で学んだ復習問題をピックアップして「これ、中学校の問題だよ」と言って渡したこともあった。Ｓ子はとても喜んでいた。他の帰国児童も同じだと思うが、Ｓ子は特に、自分より学年が下の課題をやっているということに抵抗があったように感じた。週に１、２回しかＳ子と算数の勉強をする機会がなかったという理由で充分な指導ができなかったと感じた。
（島田）
3.5　英語の学習　
　話す時とてもリラックスしていたが、書くことは困難だった。考えをすぐに文章で表現することが自然に出来ず、いらいらしていた。細かい間違いが多かったが、気にしていなかった。授業は決して楽しそうではなく、グループ作業ではそれが顕著だった。
（Mrs.Fujihara　編入半年後の印象　それ以前の記録なし）
3.6　指導後の変化
　一年半の間にＳ子のはっきりとした成果を見ることは難しかった。けれども、少なくとも机に向かうことは出来ていたと思う。その中でも、以下のことは中学につなげる成果があったのではないかと考える。
①ゆっくりと話したいことを聞き、どんな言葉を使うのが適切なのかを一緒に考え続けた。
②６年生・中学校の教材を与えたり、同年齢の子どもたちと同じことをしていることを意識させることで、自尊心を高めた。
③抽象的なことがらでなく、見えるもの、知っていることを教材として与えた。
　友だちに対して自分の言いたいことを表現できるようになることは非常に大きなことだった。Ｓ子に寄り添い、教師が継続して援助することが、Ｓ子の不安定さを少しずつ軽減していったように思う。
（島田）
3.7　学校生活場面での取り組み
(1)その後のＳ子の様子
　帰国生でなくても、女子の集団に入れない、または入りたくない子ども、親しい友だちがいなくてもマイペースで学校生活を楽しんでいる子どもがいる。そんな子どもの一人がＹ子だったが、自然な流れの中でＳ子とＹ子は親しくなり、仲良く一緒に連れ立って歩く姿が見られ、相談ごとがあればＳ子はＹ子に話すというような関係になっていた。Ｙ子はＳ子の学校生活において貴重な存在だったように思う。
  Ｓ子は運動会や学芸会、社会科見学などの行事や特別活動（委員会・クラブ活動・学級会活動）には大変積極的に参加した。また、委員長や部長などのリーダーにもなりたがり、立候補したが、選ばれなかった。ただ、６年生では英語クラブの前期委員長、縦割りグループのリーダーになり、張り切って活動に取り組んだ。
  運動は得意で、５年生の時はバスケットボールクラブに入り活躍した。また、学級のみんなでときどきやったソフトボールの試合では、大変技術が優れているので、友だちから感心され、高く評価された。マラソン大会でも好成績を収めた。運動面では一目置かれ、みんなから認められたという嬉しさで、自分への自信と精神面での安定が生まれてきた。
(2)「朝のスピーチ」「本のしょうかい」での発表
  毎朝、輪番で一人ずつ「朝のスピーチ」と「本の紹介」をみんなの前で発表する活動を続けていた。Ｓ子も順番が来たときは、みんなと同じように発表した。「朝のスピーチ」では、新聞記事等から話題を見つけ、家庭の協力もあり、みんなの前で立派に発表することができていた。声はやや小さめだったが･･･。友だちの発表を聞いたときには、聞き手の方は必ず批評することになっていたが、子どもたちはＳ子の発表について、内容と発表の技術面の両方から的確な評価をしていた。Ｓ子がこの発表に向けてよく努力したこと、みんなによく分かるように発表できたこと、話題もとてもよかったこと等、たくさんほめられたときなどは、彼女は大変うれしそうな表情をうかべ、みんなに評価されたという喜びを体全体であらわしていた。
　また、「声が小さかった」「体をグニャグニャさせないで、発表した方がいい」等の指摘については、自分でも納得してすなおに耳をかたむけていた。
(3)英語を生かす活動
  総合学習を中心に、いろいろな方をゲストテイーチャーとして招いて授業をしていただいたりする中で、たくさんの人や物との出会いや交流があったが、Ｓ子がみんなの中で活躍できる場をつくるようにした。世界各地のお客様をお迎えしたり、ＪＩＣＡを見学したり、アメリカの学校の子ども達を迎えたり、出向いて一緒に授業を受けるなどの取り組みをしたが、帰国生に通訳の役割を受け持ってもらい、リーダーとしての活動の場を与えた。その中でＳ子は、英語を流ちょうに使って本当に生き生きと活躍し、自分の役割をしっかり果たすことができた。そんな活躍ぶりに、他の子どもたちのＳ子を見る目に変化が生まれ、彼女のこれまでの体験やその中で培われたものに関心と理解を示し、彼女の存在を意識するようになったと思う。
(4)Ｓ子の母親を招いての授業
 「知っているようで知らない“アメリカ”、～わかっているようでわかっていない身近な友だちのこと～」と題して、Ｓ子の母親にアメリカの文化や歴史を中心にお話をしてもらった。その話は、アメリカのホリデーを通して、移民の国アメリカの歴史・多民族・多宗教、多言語国家のアメリカの多様性、寛容、一方で、複雑な社会の現実、共生していくことの大変さを子ども達に気づかせるものだった。子ども達はその話からたくさんのことを学ぶと共に、そのようなアメリカで生まれ育ったＳ子へ理解と関心を示した。「Ｓ子さんはアメリカで生まれたのでアメリカ人なんだね」「Ｓ子さんの家族はニューヨークメッツのファンだったからＳ子さんはソフトボールが得意なんだ」「Ｓ子さんの住んでいた地域はスペイン語を話す人が多かったんだ」等々、Ｓ子のことをたくさん知ることができてよかったという感想を述べていた。この授業を通して、Ｓ子と学級の友だちとの距離は、ずいぶん近づいたように思う。
（西村）
3.8　初等学校でできること
　初等学校国際学級では、年間約２０人ほどの他言語環境からの編入生を受け入れている。そして、S子に限らず、毎年学年にほぼ一人の割合で常に学習面・行動面に問題を持つ子どもたちに出会う。それは、知能の遅れの問題とは異なり、その全員がある時期に他（多）言語環境を通過してきたということによると考えられる。そこで、それらの問題を「一時的セミリンガル現象」と仮定して、（１）その子どもたちに共通していることがら、（２）教師たちが試みて効果があったと思われる指導方法、を長年帰国児童の指導にあたってきた複数の教師から聞き取り調査した。また、（３）その子どもたちの問題が言語によるものであるかをどのようにすれば初等学校の教師レベルでより早く見つけることができるかを探ってみた。
(1)初等学校で見られる一時的セミリンガル現象
国語（日本語）、算数、英語各教科での一時的セミリンガル現象として次のようなことがらが挙げられる。（帰国生に長く関わった複数教師からの報告）
　国際学級での観察
　＜学習面＞
  ・漢字・計算の手順など記憶力が弱い。（次の日にはすっかり忘れている）
  ・字が乱雑。
　・だらだらとした長い文章を書く。
　・二言語を混同してしまう。
　・説明がうまく出来ない。
　・話し言葉が不自然にかたい。
　・（あるいは、）大人への丁寧な話し方を知らない。
　＜行動面＞
　・大変よく話す。
　・（あるいは、）ぼんやりしていて、感情表現が乏しい。無反応、無表情。
　・集中力がない。
　・多動。座っていられない。
　・周りの児童の学習進度が気になって仕方がない。
　・自分の学習の様子を見られることを極端に嫌がる。
　・一つの課題を最後までやり遂げることが難しい。
　・自分の学力、能力を自覚出来ていない。
　・自分は実は出来るという気持ちが強く、素直に自分の足りなさを認められない。
　・わからなくてもにこにこと笑ってごまかす。
　・宿題をやってこないが、実はできない。やれない。
　・忘れ物が多い。
　・整理整頓が苦手
　・姿勢が悪い。
　・音読では他の人に聞かれるのをいやがる。　
　・時間に追われることを恐れる。
　・不器用。
　・何かに特別に優れている場合もある（手品・絵など）
英語授業(グループ学習)での観察（上記以外で英語教師Mrs.Fujiharaのものを島田が翻訳）
　・自分の課題に対して自信がない。
　・作業への取り掛かりが遅く、手助けを必要とする。
　・グループ活動についていけず、一対一の援助が必要。
　・学習事項を自分の課題として置き換えることが苦手。
　・グループから外れて活動しようとする。
　・教科書を声を出して読んだり、質問に答えたりするのを嫌がる。
　・考えを文章にするのが困難。
(2)初等学校での一時的セミリンガル現象への対策
　初等学校時代に、一時的セミリンガル現象を発見し方向付けしたとしても、解決には長期を要するために、結果を見ることは中学・高校へと見送ることになる。けれども、初等学校では、次のような点で解決に方向付けしていくように心がける。また、その過程で、週一回スタッフ会議を開き、英語教師も含めて関係教師たちが子どもたちの様子と指導方法を話し合うことは大変有意義なことと言える。なお、効果のあった指導には学習障害への指導と一致することも多い。
　国際学級での経験から
＜学習面＞
　・ほめる。ほめられる材料・機会を作る。（漢字テストは３問だけなど）
　・視覚教材・劇化・作業などを用いる。
　・幼稚な教材ではなく、年齢相応の知的刺激を常に与え続ける。（脳に長い休みを与えない）
　・興味のあること、知っていること、経験したこと、見えることを題材にする。
　・作文には具体的な課題を与える。
　・作文は一行文から始める。一言感想文。聞き取り作文。
　・漢字・計算　３～５問テスト　宿題と同じ問題をさせる⇒ほめることの繰り返し。
　・簡単な足し算・引き算の繰り返し。（百マス計算でタイムを計る。脳の活性化に役立つ）
　・出来ないことばかりをつつくのではなく、出来るところを伸ばしながら指導する。
　・わかっていることと、わかっていないことを整理する。
＜環境＞
　・必ず、継続的に関わるスタッフのいる状態を作る。
　・常に自分を見てくれている人がいるんだと感じられる環境を作り、声かけをしていく。
　・伝えたい、表現したいのに上手く言葉にならない気持ちや、聞いてもらいたいことをなるべくありのままに受け止め、気持ちを楽にさせる。
　・母語となる言葉をしっかり身に着けさせる。
(英語の国際クラスが負担になる場合は、一般クラスに変えることもある。)
　・周りにその子どもは勉強が遅れているという意識で接する人がいると伸びない。
　・「まだそんなところやっているの！」などの言葉は禁句。
　・何がわかっていて、何がわかってないかを整理させ、出来ない（わからない）ところをわかるように丁寧に学習することが、これからどんなに役に立つかを（親にも）繰り返し伝える。
　・自分の好きなこと、興味のあることにのめり込ませる時をもつ。
　英語の授業での経験と英国参考書から（英語担当教師Mrs.Fujihara 　島田が翻訳）
　・教師は柔軟性を持つ。わからなければ、別の方法で教える方がいい。
これはゆっくり話すよりいい。
　・その子どもの得意なことと、学習しやすい方法を見出す。
　・視覚教材・触れる教材は効果的。
　・一時間で到達できるような、手の届くゴールを子どもといっしょに考え、達成感を与える。
　・どんな小さな進歩でもほめる。
　・よく出来たことを具体的に評価する。
　・ごほうびシートのような、自分が出来たことが実際に見える表などを使う。
　・読み書きの作業が難しい子どもの場合は、口頭練習を重視する。
　・グループ学習があっている子どもには、グループをつくり、仲間の力を借りる。
　・様々な学習の表現方法を用いる。
口で言い表す。絵に描く。ほかの人が表現する。
（資料・情報提供者：桑原晴美、磯沼　素、Angela Fujihara）
(3)早期に一時的セミリンガル現象を見分ける
　S子の編入した当初、実は周りの教師たちは、そのような問題に通ってきた言語環境の影響があることを見抜く目をまだはっきりとは持ってはいなかった。けれども、その後、帰国児童の様子を多く見る中で、次のことがらに気づくようになった。学習の取り組みの問題が他（多）言語環境の影響であることを発見するのは、臨界期といわれる時期の前（５年生前後）でなければならない。そして、その時点から中学・高校へと続く、長期的な指導への方向付けをしていく必要があるということである。そのために重要なことは、子どもの背景、特に幼児期（４歳～８歳）の言語環境をよく知ることだと思う。今、目の前にいる子どもは、それ以前の歴史（人生）があり、これからの人生があるからだ。
　けれども、海外からの編入生は、編入当初、ほとんどの児童が読み書きの遅れや落ち着きのなさなど、何らかの問題を持っているため、学習支援の必要な問題であるということを発見するのは、入学後半年ほどが経過した頃になることが多い。その頃になって、一向に問題解決の兆しが見えないときに、その子どもの問題がそれ以前の言語環境によるものである可能性があり、特別な支援が必要な子どもであるということに気づいてくる。一方、その頃には次の時期の編入生が入ってきて（４月・９月の編入生が多い）教師たちが新しい子どもたちに目がいきがちになるこという危険性も含んでいる。また、家族の移動直後、子どもは親に余計な負担をかけまいとして、Ｓ子のように自分の困難を親に訴えない場合も多い。
　そこで、より早期に問題を発見するためには、現地校からの報告書や親からの次のような事柄を確かめることが重要である。
＜現地校よりの報告書から＞
　①ESL（英語を第一言語としない生徒への英語支援学級）に長期間（３年以上）在籍し続けていなかったか。
　②特別学習支援クラスに在籍していなかったか。
　③現地教師からの特別な所見がないか。
　④年齢よりも下の学年に編入したのか、上の学年に編入したのか。
　現地校からの報告書には編入に有利になることが書かれている可能性もある。また、受け入れ校教師の理解できない言語で書かれていることもあり、編入以前の学習状況を知ることは難しい場合もある。また同様に、日本で就学した後、海外へ行き、再度帰国するという多くの場合のように、現地での受け入れ校は日本での子どもの問題をどのように理解していたかは疑問である。④は国によって学校開始の時期と受け入れ誕生月が違うために起こる。半年前の学年、後の学年に入ることが起きる。例えば、「友達は現地で中学に入ったのに」といい続ける６年生も多い。（Ｓ子の場合、アメリカで４年生を６月に終え、９月（２学期）から日本の５年生の集団に入ることとなった。）そして、年齢が低い小学生の場合、異なった言語の、しかも出来上がったグループ集団に入ることは大きなストレスになる可能性を含んでいる。
＜親から＞
　①幼児期初期の始語の遅れはなかったか。
　②言語的な問題を指摘されたことはなかったか。
　③幼児期に異文化環境での人種差別等によって集団参入への過度なストレスを受けていないか。
　①②について初期段階に親の口から聞くことには難しい場合もある。けれども、他（多）言語環境を通った児童でその後何らかの問題がある時、たいていの場合これらの問題を持っていたことを後で知ることになる。Ｓ子の場合も同様である。③は学習面で問題が表れなくても、高学年になって、もう一度集団への不適応として表れてくるケースがあるように思う。
　また、一時的セミリンガル現象は小学校中学年で表れることが多い。そして、その子どもたちの通ってきた言語環境に以下のような共通点を見出す。
　①幼児期からの家庭での二言語のはっきりとした使い分けを持たない場合。
　②就学初期の段階の移動で学習言語が第二言語に変化し、４年以内に帰国し元の学習言語に戻った場合。（島田2005）
　けれども、これらの全てのことは個人の言語的な資質また性格によって表れ方が異なると思う。そして、より低年齢での言語環境の影響は情緒面に、就学時前後からの言語環境の影響は学習面に問題が表れる傾向があると思われる。また、問題を持つと思われる編入生を受け入れる教師は、その子どもに過度なストレスがかからないように配慮する必要がある。そして、学校として言語・医療など専門機関とのネットワークを持っておくことも重要である。一方、問題はないがまだ子どもが日本語がほとんど話せず、外国人の母親を持つ家庭には、子どもの日本語指導を進め、母親にも日本語学習を勧めると同時に、家庭の言語にむやみに日本語を持ち込んだりせずに、今まで同様のしっかりした家庭言語で家族のコミュニケーションをはかるよう勧める。これは問題を生じさせない予防となる。
（島田）
４．中学校　教科学習・学校生活場面での指導・支援の実際
4.1　日本語の学習
(1)日本語コース
　日本語を第二言語とする生徒のために日本語の取り出し授業を行うのが日本語コースである。生徒は一般生と同じホームルーム（学級）に所属するが、個々の日本語力や学習進度に応じて組まれた時間割に基づき学習する。日本語がゼロで入学した生徒は、最初は日本語を集中的に学習し、徐々に教科学習へと入っていく。音楽・美術・体育・技術家庭といった実技教科は基本的に母学級において一般生と一緒に学習する。その他の教科、数学・理科・社会（一部の保健の授業）及び外国語については、取り出し授業によって学習している。日本語の取り出しクラスで日本語を学習するのは、日本語の初歩から中級ぐらいまでの生徒で、期間は個人差にもよるが１年～３年である。その後は国際学級の「国語」の取り出し授業（帰国コース）へと移行する。
　日本語指導を必要とする生徒の数は２００５年１１月の時点で、中学で１１名、高校で１４名となっている。中学１年から高校３年生まで、常時２０～２５名程の生徒が日本語クラスで学んでいる。基本的には母学級の一般生徒の時間割に基づいて、各自の時間割が作成されるので、毎時間日本語クラスに来る生徒の顔ぶれは変わる。極端に言えば、中学１年から高校３年まで、６学年の生徒が一堂に会するということもある。人数も１名～１５名の幅で変動する。そのため、必然的に個別学習となる。教師の準備した教材に沿って生徒は学習を進めていく。
　随時編入のシステムをとっているため、学期の途中で新しい生徒が入ってくることもある。反対に、日本語力をある程度つけて国語取り出し（帰国コース）へと移っていく生徒もあり、絶えず人の流れがある。
(2)日本語学習での問題点
　Ｓ子も日本語コースからの学習を始めた。国語５時間・歴史２時間の計週７時間を日本語の取り出し授業に充てた。数学・地理・理科１・理科２も取り出しで、英語は国際クラスで、体育・音楽・美術・技術家庭・聖書は母学級で一般生と一緒に学んだ。
　中学に入学してからもＳ子の状況に初等学校時代とさほど大きな変化は見られなかった。なかなか学習に気が向かず、落ち着いて取り組むことが難しかった。じっと座っていることができずに立ち歩く、何もせずに無為に時間を過ごしてしまう、粗野な言動が見られるといった状況が続いた。また、腹痛を訴え、保健室に行くことも頻繁に見られた。
　とかく問題と感じることに対して、その原因を追究し、それを除去しようとすることばかりに気が向かいがちだが、生徒が「普通」以外の行動を示しているときに、そこには必ず何かしらの「意味」が存在するはずである。その現象の背後にあるものを生徒と一緒になって考えていこうというスタンスで接するように努めた。問題行動の裏には、自分に対する自信のなさや、周りに対する不安や緊張によることが多い。従って、いかにして生徒に自信を持たせていくかが大きな意味を持つ。その自信の基礎となるのは、その存在を受けとめる人がいるかどうかに大きくかかわる。そこで生徒の視点に立った受容的・共感的な姿勢を指導の基本とするよう心がけた。
(3)具体的な取り組み
　日本語クラスでは学習の目標を「自分で考え、自分のことばで表現する」ということに置いている。人間はことばによって思考する。思考が語彙の範囲で行われると考えるならば、語彙を増やし、ことばを育てることは思考力を高めることに繋がる。ひいてはそれが生きる力にも繋がり、生活全般を豊かにしていくことと考える。そこで、当初は文章を読むことと漢字学習を通して、語彙を増やすことに取り組んだ。漢字は復習の意味も含めて小学３年生から、文章は日本語初中級程度のプリント教材の短いものから始めた。生徒自身に「できる」ということを実感させることが大切だった。
　日本語クラスは個別学習である。一人の生徒に教師が付きっきりではいられないので、学習の手順を身につけさせなければならない。毎時間何を学習するか学習の計画を立て、その時間学習したことを記録する「進度表」の記入の仕方、文章読解プリント、漢字プリントの進め方についてである。特に文章の教材では、音読・漢字の読み方の確認・ことばの意味調べ・指定語による文作り・内容読解・作文・テストという一連の学習の流れを理解させることが必要になる。初等学校と中学校の学習では質的にも異なり、最初は戸惑うことが多かったように見受けられた。
　日本語の学習の経過については、(表１）の通りである。中学１年では学習に向かわせることに苦労した。２年生になってようやく学習に向かい上昇傾向だったが、２学期になって学校行事に心奪われ大きく後退した。３学期になると持ち直して大きく伸び、そのまま良い状態で３年生へと繋がった。各学期末に必ず一人ひとりの生徒に学習の振り返りをさせる。２年生の終わりに１年間の学習を振り返った時に「『√(ﾙｰﾄ)』の１年だったね」と笑い合ったことを覚えている。学期ごとの学習の取り組みがちょうど√記号のようであったからだ。生徒が成長する過程は一つの道筋だけではない。時には立ち止まったり、後戻りしたりしながらも成長していく。どれだけ辛抱強く待てるかが重要になる。そのためには教員側にゆとりがなければならない。
  文章のレヴェルは易しいものから難しいものへと徐々にあげて行こうと考えていた。しかし、文章レヴェルよりも本人の関心の持てるものから学習させることにした。「日本語読解教材リスト」（表２）を渡し、その中から自分で選ばせることにした。少しでもやらされているのではなく、「自分から主体的に学んでいるのだ」と思うことが重要だった。そして一通りの学習が終わったところでリストの中のタイトルを塗りつぶす。塗りつぶされたタイトルが増えていくことが学習への動機付けにもなった。
  学習の具体的な内容面、教材を作成する上で特に注意して心がけたのは次の点である。一つは、その文章で「筆者が言わんとしていることは何か」ということを問うことよりも、そこに書かれてある同じ問題に対して「あなたはどう考えるか」「あなたならどうするか」という問いを発し続けること。正解のない問題をあえてつくり、考え方そのものを学ぶということである。二つ目は、作文を書くこと。作文を書くことで「表現」することを習慣化させる。つまりそれは「考える」ということを習慣化させることでもあるからだ。生徒が自分で考えたり、努力したことを認め、それを具体的なことばを添えて励ます。それは一般的な価値観や他との比較によるのではなく、その生徒の内面的な伸びに着目して評価するということである。三つ目は、テストで努力が反映されるような問題を作成すること。そのことが生徒の自己肯定感や自尊感情の形成に大きく影響すると考えるからである。
　３年の２学期に入り、比較的読みやすい中学３年を中心とした国語教科書の教材を用いた。語彙が増え、学年相当の教科書教材でも十分理解できるということを実感した。国語に移行しても問題ないことをＳ子・教師で確認し、双方納得した上で、日本語から次のステップである国語の取り出し授業（帰国コース）へ１０月より移ることになった。
　Ｓ子との２年半に渡る日本語の授業は、日本語という言語領域の指導というよりも、自己肯定感や自尊感情を高めていくための取り組みであったといえる。特に強く感じたのは、作文がうまく書けるようになる、つまり体験したことや考えたことを上手に言語化することができるようになるに従い、生活全般に落ち着きが見られるようになったということである。それまでの行動が短絡的なものであったのに対して、思考を通したものへと深化して行ったからではないだろうか。
（加藤）
  日本語学習経過記録（表１）
	学年
	学期
	作品タイトル
	ﾚｳﾞｪﾙ
	教師コメント

	１年
	 １学期
	 叩かれる誕生日
	  ２
	 落ち着いて学習に取り組むことができなかった。漢字学習には比較的よく取り組めた。

	
	
	 トマト戦争
	  ２
	

	
	
	 小学３・４・５年漢字
	
	

	
	 ２学期
	 アメリカの算数
	  ２
	　落ち着いて学習に取り組むことができなかった。何もしないままに１時間を終えてしまうことがあった。
家庭学習も不十分であった。

	
	
	 これもサービス
	  ２
	

	
	
	 脳みその値段
	  ２
	

	
	
	 傘小僧
	  ３
	

	
	
	 グーテンモルゲン
	  ３
	

	
	
	 大きな十円玉
	  ３
	

	
	
	 蛇の数え方
	  ３
	

	
	
	 小学４・５年漢字
	
	

	
	 ３学期
	 安息エレベーター
	  ３
	　少しずつ落ち着きが見られるようにはなったが、何もしないままに１時間を過ごしてしまうことが何度かあった。テストの準備が十分にできたときとそうでなかったときとの差が大きかった。

	
	
	 サラとアン
	  ４
	

	
	
	 犬の長顔
	  ３
	

	
	
	 クマを抱いて
	  ３
	

	
	
	 ２８度で学校は休み
	  ３
	

	
	
	 ビックリ水
	  ３
	

	
	
	 白の縁起いろいろ
	  ３
	

	
	
	 小学４年・５年漢字
	
	

	２年
	 １学期
	 桜は人を恋う
	  ３
	　学習に対する取り組みが良くなり、集中力が向上した。テストの準備ができたときとできなかったときの差が激しかった。作文は助詞が抜けたり不正確な表現が多く見られた。

	
	
	 コールドウォー
	  ３
	

	
	
	 イノシシ
	  ３
	

	
	
	 機内食のタブー
	  ３
	

	
	
	 ＮＹ詐欺師物語
	  ４
	

	
	
	 スリーインワン
	  ４
	

	
	
	 小学６年漢字
	
	

	
	 ２学期
	 運動会
	  ４
	　まったく学習に取り組むことができなかった。夏休みの課題も半分しかできなかった。学校行事に心奪われ、学習どころではなかった。

	
	
	 サハラの砂
	  ４
	

	
	
	 母への絵はがき
	  ４
	

	
	
	 お化粧で骨折する
	  ４
	

	
	
	 青色でダイエット
	  ４
	

	
	
	 近くの他人
	  ４
	

	
	
	 小学６年漢字
	
	

	
	 ３学期
	 母と子の絆
	  ５
	　学習に前向きに取り組むことができ、１週間に一つの教材を終え、テストを受けるという計画通りの学習ができた。読解問題の記述が的確で作文の内容にまとまりがでてきた。

	
	
	 腹を切らない時代
	  ５
	

	
	
	 デコピンの思想
	  ５
	

	
	
	 死を楽しむ
	  ５
	

	
	
	 ６１回目の合格
	  ４
	

	
	
	 小学６年漢字
	
	

	３年
	 １学期
	 腐った果実は消せ
	  ４
	　安定して、計画的に学習に取り組むことができた。どのテストもじっくり準備できると尚良かった。

	
	
	 長生きする職業は
	  ４
	

	
	
	 自然の時計
	  ４
	

	
	
	 一日四食の時代
	  ４
	

	
	
	 愛する姪へ
	  ３
	

	
	
	 ベタの足跡
	  ４
	

	
	
	 小学６年漢字
	
	

	
	 ２学期
	 地雷と聖火
	
	（中学３年 三省堂国語教科書教材）  ２００５年９月まで

	
	
	 平和を築く
	
	


　　　日本語のレヴェル  １：初級  ２：初中級　３：中級　４：中上級　５：上級
　
日本語読解教材リストの一例（表２）
	タ　イ　ト　ル
	分類等
	　国・地域
	　　　　内　容　ダ　イ　ジ　ェ　ス　ト

	愛する姪へ
	人間愛
	
	叔母から姪へのメッセージ

	青色でダイエット
	自然科学
	
	青色のもとでは食欲が抑制される

	アフリカの近藤氏
	各国事情
	
	スワヒリ語には日本語と発音の似た言葉がある

	アメリカの算数
	各国事情
	アメリカ
	アメリカの算数の答えは一つではない

	ある宗教騒動
	各国事情
	インドネシア
	イスラム教徒にとって宗教を持たない日本人は

	安息エレベーター
	各国事情
	イスラエル
	安息日にエレベーターのボタンさえ押さない

	偉大な道楽
	自然科学
	
	メンデルの法則はどのようにしてうまれたか

	一日四食の時代
	自然科学
	
	これからは一日四食摂る時代になるかも

	犬の落とし物
	各国事情
	イギリス
	犬の糞を放置するとイギリスでは高額の罰金が・

	犬の長顔猫の丸顔
	自然科学
	
	犬の顔が長く、猫の顔が丸いわけは・・・・

	イノシシ
	自然科学
	
	イノシシの子育ては厳しい

	インドの救急車
	各国事情
	インド
	インドには独特の交通ルールがある

	嘘
	各国事情
	イギリス
	嘘にはいい嘘と悪い嘘がある

	美しき空席
	人間愛
	
	亡き妻の為に毎年結婚記念日にレストランを予約

	産めよふやせよ
	自然科学
	
	コアジサシの生態について

	浦島太郎の謎
	自然科学
	
	青色の体感時間の不思議

	運動会
	人間愛
	
	自分の順位を省みず友だちのことを思った息子

	大火事小火事
	各国事情
	豪州
	ｱﾎﾞﾘｼﾞﾆは小さな火事を起こし自然を守った


4.2　国語の学習
(1)具体的な取り組み
　国語の時間は週に５時間。「表現」の時間１時間は、一般クラスで作文・スピーチ・プレゼンテーションなどを学習している。年度始めにこのように設定したのは、一般クラスの中で要求されることを認識するということ、情報の受信・発信の力の向上をねらうという理由からである。
  Ｓ子は、１０月から帰国コースで学習している。「表現」以外の４時間で、文章・漢字・作文を個別学習している。教材は、主に中学３年の教科書の文章、中学の一般クラスで使っている漢字テキストを使う。それによって、「できる」という気持ちを強めたいと思うからだ。
　１０月から勉強したものを挙げる。
  文章：「生命の青い光」（毛利　衛）
       「ことばが輝くとき」（俵　万智）
       「マドゥーの地で」（国境なき医師団）
       「中学生の漢字」（学友社）：３級漢字テスト（２０語テスト）（１）～（４）
  作文：「一般クラスの難しさ」「『マドゥーの地で』を読んで」
　帰国コースの国語は日本語コースと同様に、中１から高３までの生徒が学んでいる。Ｓ子は４時間の個別学習を、同学年の中学３年生６～１２名とともに取り組んだ。それぞれ前後しながら学年相当の文章を勉強している。ほとんどの生徒が帰国生で、１０月から日本語コースから「上がってきた」Ｓ子を歓迎し、ノート作りやテスト勉強の仕方、漢字学習のやり方など、仲間同士でアドバイスし合った。英語のクラスが基盤にあり、「純ジャパではない」という共通の意識で苦しいことなどを共有し合える「仲間」といえる。テストで８０％以上が取れるよう学習を支え、問題作成する。仲間と評価、この二つの要素は、「わたしはできる」という自己肯定感を持つために必須のものだ。
　作文は、成長のための大きな武器になる。ほとんどの生徒は書くことがない、あるけど書けないという。そのためにはヒアリングとブレーン・ストーミングが有効だ。子ども（人間）の中には必ず表現するものがある。ただ、言語化できない状態があるだけだ。その確信を持って、じっくりヒアリングする。言語化が全くできない場合は、こちらから推測のことばを投げかけて引き出していく。少し言語化できる場合は付け加えのことばを出して語彙をつけていく。そしてブレーン・ストーミング・メモをとって、内容のまとまりごとに輪取り（線で枠組みする）する。輪取りしたものに順番をつけて、構成する。作文する。添削する。添削したものを清書する。時間にゆとりがあれば、清書したものをいっしょに音読し、なにを表現したのかを確かめ合い、評価する。教室内に掲示して、仲間の評価を受ける。
　以上の手続きは、ことばを使ってものを考える重要な訓練になる。最後に担当者と仲間から評価を受けることで、自己肯定感が強まり、成長するのだ。
　Ｓ子の作文「一般クラスの難しさ」（資料１）は、以上の手続きで作成されたものだ。帰国したときからの歳月を追体験し、今の自己認識につながっている。完全にセミリンガル状態を脱している。
（資料１）作文
	  　　「一般クラスの難しさ」
　私はアメリカに生まれ、十才まで住んでいました。補習校に一週間に一回、通っていましたが、そのときはあまり日本語をしゃべることはできませんでした。
　そして、五年生の時に帰国しました。でも私は日本に住んだことがなかったので「帰国」とは思えませんでした。初めて啓明に来たときに日本とアメリカの学校は違うことがわかりました。たとえばアメリカの小学校では時間割がありません。でも日本の小学校はちゃんと時間が分けてありました。また日本人とアメリカ人の雰囲気が違っていました。あまり日本語がしゃべれない私には友達作りやコミュニケーションがすごく難しかったのです。                　
　徐々に時がたって日本語がしゃべれるようになってきました。でもまだ一般クラスレベルとは違います。また、特に聖書の授業はおいつけません。けっして私は一般クラスへ戻りたくないわけではありません。不安な気持ちがあります。クラスのみんなと勉強をしたいのです。でもまだわからないことがいっぱいあるのです。意味がわからなかったら授業を受けるのは意味がないとも思います。
　今は理科や保健の授業を一般クラスで受けています。でも知らない言葉やならったことのない言葉ばかりで、それを調べておぼえるのがたいへんです。これはみんなの英語のむずかしさと同じだと思いませんか。みんながほかの外国語を習うのはたいへんだと私はわかります。
　ここでみなさんに聞きます。日本以外の国に行ったことがありますか。べつの世界の学校にかよったことがありませんか。日本語がいっさいつうじない学校に行ったことがありますか。 　
　私は今がんばっています。そしてわからないことは調べています。一般クラスに 戻るのはたいへんです。でもがんばればいつかはできる。何日でも何年でもどんなにおそくってもできると信じてがんばっているのです。たとえそれがスポーツでも楽器でもがんばればいつかはできるようになる。だから私は日本語でがんばっていきます。
             　　 （日本語国語科「私のメッセージ」原稿　２００５年１１月８日）


(2)一時的セミリンガルと見られる生徒への取り組み
　これまで啓明学園で受け入れてきた事例では、このような状態にあると見られる多くの生徒は、成長の過程に言語環境の移動があり、加えて、家庭環境や性格、遺伝的要素などによって、どの言語によっても思考停止的な状態になっている。
　ある場合は多動、ある場合はぼんやりしていて、とにかく学習が積み上げられない。ADHDと重なっているように感じることもあった。
　このような生徒は、担当している生徒の関係上、中学１年から高校１年にかけて見られた。一つずつのことばは理解できても、何行かにまとまると、その内容が把握できない。あるテーマについて、考えることができない。「頭の中が真っ白だ。」と言った生徒がいた。このような状態は、長くても４年で、脱出できる。脱出した生徒から、例えば「中１の時、なにがあったのか記憶にない」「思い出せない」という発言も聞いた。
　脱出するために次の４つの点に力を入れている。
　①学習手順を習得させる
　　　音読・意味調べ・文作り・内容読解・漢字の読み書き・テスト（本人が達成感を持てるもの）の手順だ。日本語中級程度の文章がよい。あるいは、自己肯定感を持つために、分かりやすい学年相当の教科書の文章がよい。作文も重要だ。
　②絶対評価でそれも加算法で評価する
最低、五段階評価の「３」以上はつける。つけられるように担当者が取り組む。「１」や「２」しかつけられないのは担当者自身の問題だと思った方がよい。
　③第一言語、第二言語、あるなら第三言語まで学習を保障する
できるできないではなく、そのような環境があるということが重要だ。なにがきっかけで、いつ、どのように伸び始めるか分からないのだから。
　④活動に加われるよう支援する
クラス活動、文化祭などの行事、部活、聖歌隊、ボランティア、とにかく活動に加われるように支援する。学習を含めて人間の生活には仲間作りが大切だ。自己評価、他者からの評価が、力強く生きる基盤になるからだ。
　　
　本学園で今まで関係した、高校卒業まで在籍した生徒は全員、セミリンガル状態を脱して、自己達成感を持って希望の進路を選択していったと思う。
（山下）
4.3　数学の学習
(1)数学（算数）の学習の問題点
　数学（算数）の時間の中で見られる「一時的セミリンガル」の兆候は
　　
一般化ができない。ルールがつかめない。
　　　（例）[image: image1.emf]　が解けた後に　[image: image2.emf]　が解けない…この２つのことが同じルールであることが解らない。
　　
記号化されているものの意味がつかめない。
　　　（例）・分数の説明をした後（たとえ計算ができるようになったとしても）分子や分母がなにを表しているのかが理解できない。
　　　　　　・[image: image3.emf]　という間違えをする。
　　
間違え方にパターンが無い。
　　
前の時間に学習したことを次の時間にはすべて忘れてしまう。
などがあげられる。
　事例生徒Ｓ子の場合、このすべてがあてはまっていた。　学習面だけでなく他の一時的セミリンガル状態の生徒にもよくあるように、生活面でも「多動」的な行動が多く見られ、
授業中に席に座り続けることができない。
集中して課題に取り組めない。
家庭学習をすることができない。
学習用品の管理ができない。（プリント等のテキストをなくしてしまう）
友達との意思疎通がうまくいかない。（その為周りの友達からあきれられてしまう）
などの学習を阻害する要因がたくさんあった。
(2)問題解決に向けての具体的な取り組み
「一時的セミリンガル」の兆候のある生徒に対して、次のようなステップで学習を進めている。
ステップ
　①文章題、図形の証明などの理論思考の必要なものをカリキュラムから一旦取り除く。
　②代数的な計算を繰り返し行う。同じ範囲だけでなく簡単なものから徐々に難しくしていく。（簡単なルールから複雑なルールへ）
　③文章を式になおすことを始める。図形の計量問題を始める。
　④方程式などの文章題を解いていく。
　⑤図形の証明なども取り入れる。
　これまでの経験から考えると、計算などの同じパターンの一直線の論理構造の練習を繰り返すことが、次の理論構造（たくさんのものから正しいものを選ぶことや、一つの事柄からたくさんのことを予測していくこと）を築く土台をつくるようである。そこで、情報、理論構造の単純なものから一つ一つステップをクリアしていく形をとっている。
　Ｓ子の場合も同じで、中学１年の代数計算のみを中学１年生の１年間繰り返して行った。（ステップ①・②の段階）　学習経過記録（表３）のコメントにもあるように、やる気もあまりなく、本人にもつらい１年間であったと考えられる。中学２年生になって、少しずつ関数の考え方、図形の計量なども理解できるようになり、それとともに本人の気持ちも上向きになっていった。（ステップ③の段階）中学３年生になり、人が変わったように学習意欲が出てきた。家庭学習も進んでできるようになってきている。この段階で、初めて図形の証明を扱った。すべてがわかるわけではないが、いくつかの選択肢の中から正しい道筋をつけていくというプロセスを理解できたと感じている。（ステップ④・⑤の段階）　中学３年生の２学期に入って、初めて「無理数」の考え方にふれた。ここは中学の数学教育の中でも大きく段階が変わるところである。（[image: image4.emf]の形の数は実際に表している
数と表記に使っている数が違うため、難しい記号化ということになる。例えば[image: image5.emf]であるように「２」という数字と[image: image6.emf]という記号を使って、実際には無
限の小数1.414…をあらわしているということ）
　Ｓ子はこの段階まで理解できる土台ができてきたと感じている。現在、高校１年生から一般クラスで学習することを目標にがんばって学習をつづけている。
（スワイガート）
数学学習経過記録（表３）
	学年
	学期
	学　習　単　元
	テスト
	コ　メ　ン　ト

	１
	１
	正負の数の加減計算
	３５
	ほとんど進んでいかない。
Ｓ子の反省のコメント「Nothing in mind」

	
	
	正負の数の加減計算再試
	９０
	

	
	
	正負の数の計算
	４８
	

	
	２
	文字と式の加減計算
	９２
	高３のヘルパーをつけましたが、ほとんど学習せず。

	
	
	文字と式の計算
	５４
	

	
	３
	方程式の計算
	５５
	Ｓ子「前よりつまんない。はるちゃんいないもん」

	
	
	方程式
	４７
	

	２
	１
	比例と反比例
	５９
	少しやる気がでてきた。
Ｓ子「がんばって中２（の内容）にいくぞ！！」

	
	
	平面図形の作図
	５２
	

	
	
	平面図形
	８６
	

	
	
	空間図形の位置関係
	８５
	

	
	２
	おうぎ形の面積
	７９
	夏休み後中だるみ気味。後半、行事が多く集中できなかった。
Ｓ子「よくできたと思うけどもっとがんばれたと思います。」

	
	
	式の計算の加減法
	７２
	

	
	
	式の計算の四則計算
	５０
	

	
	
	連立方程式の計算
	５７
	

	
	３
	一次関数（前半）
	７０
	以前は解らなかった関数の概念が入るようになった。

	
	
	一次関数と方程式
	６１
	

	３
	１
	平行と合同（前半）
	７０
	初めて図形の証明を学習。ステップを理解することができた。

	
	
	平行と合同（後半）証明
	８０
	

	
	
	三角形の性質
	７３
	

	
	
	平行四辺形と円の性質
	４６
	

	
	２
	多項式（展開と因数分解）
	５７
	２次式の考え方、無理数の考え方を理解できた。
Ｓ子「今回はけっこうできたと思（う）中１とくらべるとぜんぜんちがう。テストちょっと悪かったけど今日はがんばる。」

	
	
	２次方程式の計算①
	４１
	

	
	
	２次方程式の計算②
	６８
	


4.4　英語の学習
(1)英語のクラス
　啓明学園にはたくさんの英語圏からの帰国生を中心とする国際生が在籍しているため、英語の国際クラスが用意されている。英語の国際クラスは現地の同学年の教科書を使い、ネイティブの教員が教えている。英語の国際クラスはレベルが２レベルあり、事例の生徒は上のレベルのクラスで学習してきている。
(2)ＴＯＥＦＬのスコア
　帰国生の英語力をみるため、すべての英語国際クラスの生徒（中学１年～高校３年生）に、毎年１１月 TOEFL Testを課している。S子のスコアは次の通りである。
中学１年　　４３７（クラス平均４６９）(pre-TOEFL  満点５００）
中学２年　　４６３（クラス平均５２６）( TOEFL　   満点６６７）
中学３年　　５１３（クラス平均５４８）( TOEFL     満点６６７）
(3)Ｓ子の学習状況
中学１年生の記録
担当教師の印象
  　　英語で話すことはとても上手であったが、授業になると集中力が続かず、立ち歩いてしまう、おしゃべりをして他のクラスメートの迷惑になるなどのことがよくあった。課題は遅れることが多く、遅れるたびに何か言い訳をする。物をなくしたり、課題をなくしたりと、きちんとものの整理ができていない様子が見られた。字がとても雑で汚かった。鏡文字をよく書いていた。
成績・所見（本人に出されたもの）
  成績　１学期　　４　　　２学期　　４　　　３学期　　３
　　クラス内での授業参加の点数は高い（５/５，５/５，４/５）が、テストの点数が低い。（76%,63%,67%）宿題点は１学期から３学期にかけてだんだんに悪くなった。
  所見
　　１学期…クラスでは楽しそうに授業を受けています。クラス内の課題はよくこなしていますが、簡単に気が散ってしまいます。授業に集中しましょう。特に黒板に書いてある答えを写しておかないと、テストの学習にも支障をきたします。テストの準備、宿題にも力をいれてください。
　　２学期…英語を使うことが楽しいようです。夏休みの課題は非常に良くできていました。授業中によく自分から発言をしてくれます。しかし、宿題をきちんと終わらせること、期限に提出することを守ってください。授業中に集中することが、テストの点数を上げるにも効果的です。ノートを書かなければいけないときに、ノートを開かないままただ座っていることがよくあります。気をつけましょう。
　　３学期…Ｓ子さんにとってたいへんな学期でした。自分の力を伸ばすには、宿題をきちんと終わらせること、テスト、小テストのための準備をきちんとすることが大切です。授業中に集中することも重要です。今学期は、授業中にノートを開くようにＳ子さんを起こさなければならないことが多くありました。自分の勉強に対してもっとしっかり取り組んでいきましょう。
中学３年生の記録
 担当教師の印象
　　　英語を使って話すことはとても流暢である。基本的な文法はわかっているが、子どもっぽい表現が多い。スペリングが弱い。（テストではいつも５０％ぐらい）宿題が遅れることはほとんど無い。もっとがんばれば伸びると思うが、「もう一がんばり」というのができない。テストの準備をしてこないので、テストの点数が悪い。英語を話すことが好きなようで、教員にも友達と同じような態度で楽しそうに話しかけてくる。言葉遣いは非常に子どもっぽい。鏡文字を書くことは無い。
  成績・所見（本人に出されたもの）
成績　１学期　　３　　　２学期　　３
  所見
　　　全体的にはよくがんばっています。授業中もよく集中できました。ただ、テストや小テストの点数があまりよくありません。準備をきちんとすること、テストに集中することで伸びていくと思います。自分の力を信じてください。もっと授業中に発言をして自分の意見をクラスに示していきましょう。力はあると思います。ただ、もっとその力を発揮するためには努力が必要です。来学期に期待します。
(4)具体的な取り組み
　英語国際クラスはHonors Class とRegular Class の二つに分けられている。このクラスでは特にCritical Thinking(「何を信じ、何を実行するかを決断することに焦点を置いた、論理的かつ思慮深い思考」（Ennis）以下ＣＴと呼ぶ。) を身につけることに重点を置いた指導を心がけている。以下は啓明学園英語科教員 Martha Wood が中学１年Honors Classの取り組みについてまとめたものの抜粋要約である。
「ＣＴを身につけるために：中学１年Honors Classの取り組み」
　多様に変化していく世界でまわりにある情報を選びとり、判断していくということは非常に重要であると考えている。中学１年のHonors Classではブルームによる認識領域の分類に従って、物事の認識の度合いを単なる事実確認から、その事実を自分で評価することができるまでに持ち上げようと努力している。この手法は生徒の英語力をあげることに大変役に立つ。教員の言ったことや他の人の意見をただ繰り返すという段階から自分の意見を述べられるという段階に進んだときに生徒達は初めて自分の英語力に自信を持ち、文学への興味も増すようである。いろいろなバックグラウンド（イギリス、アメリカ、ロシア、オマーン、カナダ）の生徒がいるクラスでの授業なので、ゴールはただ単に英語の単語力や文章力を上げることだけでなく、文学に対して自分なりの批判的な関わりができるようになって欲しいと考えている。
ＣＴと文学講読
　文学を読む際にはＣＴとして「文章を吟味し、推論を立て、明らかな根拠に基づいた結論を出す」ということに注目させている。
　一つの文章を読む前に必ずタイトルとその後に続く文章の紹介文を音読させる。その後
１）バックグラウンドをおさえる　２）そのことに関する今持っている知識を確認する
３）どんな展開になるかを予想する　４）なぜこの文章を読むのかを考える　
ということをしている。
読む前と後に文学作品を理解していく
　中学1年生の文学講読の前には必ず、講読前の質問とキーワードのプリントを仕上げる。そのあとブルームの６つの認識領域のカテゴリーに従った質問に答える。
　１９５６年、ベンジャミン・ブルームは生徒の受けているテストの９５％が認識領域の一番低いレベルである「記憶を思い出す」ということだけをテストしているということに気づいた。その発見に基づいて、教育心理学者達に警鐘を鳴らし、学習には６つの重要な知的行動レベルがあるということを提唱した。
　１）知識　２）理解　３）応用　４）分析　５）統合　６）評価
ブルームの認識領域を文学のブック・リポートに応用する
　教科書に載っているものだけではなく、その他の文学作品を読み、そのブック・リポートを書くことを生徒にさせている。主たる目的は文学を楽しむことであるが、それ以外に文学を批評的、分析的な目をもって見るという訓練をしている。文章を読む中で、６つのブルームの認識領域に従って、生徒は次のような質問に答えていく。
　１)知識  この話の場所は？　主人公は？　主人公の性格は？
　２)理解　この話の主なる問題は？　それはどうやって解決したか？
　　　　　 この話の要約をしなさい。
　　　　　 この話の登場人物２人を選び、比較をしなさい。
　３)応用　この話を読んで、自分について新しい発見があったか？　それはなぜか？
           自分がこの話の中の登場人物であると想像して、2日間の日記を書きなさい。
　４)分析　この話に出てくる問題の１つを取り上げて、話の中に出てくるのとは違う解決法を考えなさい。
　５)統合　この話の中の出来事がわかるような8コマ・マンガを作りなさい。
　６)評価　あなたが司書であると想像して、この本を他の人に推薦しなさい。
　この中学1年生では、教員側が決めた２作品についてのブック・リポートを作った。最初はつまらないとか、自分の実力では上手く書けないと感じた生徒も自信を持つようになり、３作品目からは自分で作品を選んだ。だんだんに生徒たちはリポート自体を楽しむようになった。作品の内容を読むだけでなく、作品を批評的、分析的な目をもって読む力は今の世界を生きる子どもたちには重要な技術だと感じている。
最近のニュースを使ってのCT
　CTを身につけるもうひとつの方法として使っているのが、新聞や雑誌の記事である。毎週金曜日のクラスで生徒たちは何らかの記事と１ページのリポートを持って来ることになっている。まず、その記事の内容を各生徒が口頭で説明した後、クラス全体でその記事がなぜニュースになっているのか、その記事はどうして私たちの生活にとって意味をもっているのかを話し合う。このプロセスを通して、生徒たちはメディアを批評的、分析的な目をもって見ることができるようになる。
書くことを通してのCT
　１９８１年のアメリカ教育調査の結果では、８５％の生徒が読んだ作品に対する正しい答えを選択肢の中から選ぶことができるのに対して、ほんの１５％の生徒だけしか正しい要約をすることができないという。これは明らかに他の人の意見を読んで、もう一度自分のことばで書き直すことができないということであり、多くの生徒がブルームの認識領域の一番低いレベルから抜け出せていないということである。
　中学1年生では、毎週ジャーナルを書くことになっている。これは記録のための日記の類ではなく、次のような質問に答える形で書くことになっている。
　もしあなたが3つの特別な力を持っているとします。それはどんな力ですか。それをどう使いますか。
　なぜ、ぶたの尻尾は丸まっているのでしょう。創造的な答えを考えてください。
　ガイコツはなぜハロウィーンのときにはあんなに白くなるのでしょうか。あなたが今発見した特別な秘密を教えてください。
　自分なりの休日を作ってください。なにをお祝いしますか。
　教育はとても重要である。なぜならば　　　　　　　　　　　
ゲームを通してのCT
　テストの前になると、生徒たちに学習した作品について６つのブルームの認識領域に従った6つの質問と答えを考えてこさせ、そのあとアメリカの人気ゲーム番組「ジェパディー」の形式でゲームをする。これを繰り返すことで生徒たちの学習態度を能動的なものにし、テストの後になっても残る知識を身につけることができる。
まとめ
　広い分野の文章を読み、話し合い、それについての文章を書くことでCTを身に着けていくことができると考える。６つのブルームの認識領域を応用することで、生徒たちがCTを持ち学習の態度も変わってくる。その結果、英語に対する生徒たちの興味や自信、そして英語力を高めることができると感じる。
　これまでがクラス全体に向けての取り組みであるが、英語の担当者はＳ子に対して、なるべく教員の近くに座らせ落ち着いて学習ができるように声を頻繁にかけたり、レポートに何度も手を入れ、レベルを持ち上げてから提出させる努力をした。また、Ｓ子がものの整理が不得意で、すぐにプリント等をなくしてしまうため、整理の仕方を教え、クラスの課題については家庭との連絡用紙をつくり、本人と家庭とが一緒に管理できるようにした。
（英語担当教師からの聞き取り並びに所見をスワイガートが翻訳して記述）
（資料２）小学５年　入学時の英語エッセイ
	 I came from Amrica (America). I (was) born in New York New York. Then we moved to Baltimore it was very nice We have friend called Joet Joanne there very nice it like there in our family. Then we moved to New Jersy (Jersey) in Demarest it was so pretty a lot of forest so you can see but terfly swivale all aroud (around) and there a lot flower too. We lived in a big house. My school was in the street and forest too. My two best friend(s) are Ally and Lauren. Then moved to Japan and now I will have good life.
多くのミススペリングがあり、ピリオドがないままに文章が続いていく。文法が正しくないため、解読不可能な部分もある。雰囲気は伝わってくるが本当に何を伝えたいのかが解りづらい文章になっている。


（資料３）小学６年　中学入学前のエッセイ
	 Topic: “SPORTS” teach us many things.
When I took sprots (sports) classes and club it teached (taught) me altos (a lot) of thing(s). In gymnastic classes, I leared (learned) how to do a cart wheel, or a flip and other tricks.
In soccer, I learned how to kick the right way and How to block a goal. In swimming, I leared (learned) how to do brest strok ( the breast stroke) and freestily ( free style) and other thing(s).
In soft ball, I learned how to pitch and (play) out field and frist ( first ) base, and all the passion ( positions ) when I played softball.
In basketball, I learned how to shout ( shoot ) better and how to grand the other team so they don't get a score, In all of theses ( there ) sport(s) I I have learned(, I like ) gymnastic the most (best).
I'm trying to learn more sport(s) so I can keep on ( in ) sape (shape) and teach other popel (people) too.
テーマに沿っていない。表面的な事実をただ羅列しているだけの文章。ミススペリングが多い。ピリオドが打てるようになり、文は意識されてはきている。


（資料４）中学３年英語スピーチコンテストの原稿
	                                  Speech                                
    The glamorous life of celebrities may seem as if it is full of sparkles, glitter and gold. I admire many celebrities and sometimes want to be one of them. Who wouldn't? They are rich, are on top of the hottest fashions, and most of all have plenty of fame. 
    During This winter vacation I saw a TV show on Fox talking about the recent gossip media. It talked about celebrities getting crushed from the media. You may think that going in front of the cameras is fun, But to the celebrities is not fun at all. 
    Do you know what paparazzi are?  They lurk in bushes, camp out in cars and hover in helicopters. That is what you call paparazzi. What do the paparazzi often do? They do thing(s) like for example last year in May, a photographer was following Lindsay Lohan, they crashed into her car. In August, actress Scarlett Johnson was involved in a minor car crash in Disneyland parking lot after being followed by paparazzi. With the pictures they take, they can make more than 10,000 dollars, Media attention and pressure can be devastating. 
    You may think most of the celebrities are beautiful, nice and has the best body
 structure. But most of the celebrities try not to be mean, fat and ugly they do diets for their best looks. The pressure from the fans and media can lead to eating disorders like the one gotten by Mary Kate Oslen. She had an eating disorder called anorexia that is a sickness were a young woman do badly in (does poorly with) their eating pattern(s.) The pressure of the media spotlight affects how they think about their bodies and diet. 
    I think the media is really bad because of the examples I just said they (can) ruin people's health and private lives. I love rumors or gossip about celebrities but I don't want to hear gossip if the media is trying to ruin celebrities lives. 
　　Many times stories about celebrities are exaggereted or even made-up. I think the celebrities should not stand and watch the fans believe the news. Just think if you were a famous singer or an actor and you read a magazine that says something about you that is false! Wha would you do? Would you just sit their reading some gossip about you that never happened in your life? Are you just going to let them ruin your life? I don't think you would want to live like that. 
    What is (the) difference between of good and bad media? The good write the truth. No lies, no crushing life of innocent people. But the bad media write false facts. They exaggerate about the fact(s). 
    If I were journalist I would just write the truth. That's what the journalist should do but it('s) not as (so) easy. What should we do? We can be come a journalist and do the righ thing. Or we can sue the media that is writing the false information. That will be little hard. But there are many things we can do.
    Media, things that can crush your life, with cameras flashing every second. Why do they do such a thing? Some of you think its there job. Yes it is there job, but why do they write false information? I will ask you what will you do if many people with cameras that are taking your picture every second. The flashes are so bright you can't open your eyes. They write something about you that never happen(ed). And now your life is ruined. What will you do? Do you still want to be a celebrity? Remember fame has its price.


4.5　学校生活場面での取り組み
(1)１・２年時の学級担任から
　中学１年では、日本語がまだ十分でなかったため、気持ちを伝えられない場面が多かった。そのため、口げんかが多く、「バカ」などの、単純で幼い表現が目立った。
　担任からの情報伝達は、限られた範囲のものしか受け取れなかったが、後で個別的に伝え、Ｓ子自身も必ず確認に来た。英語と日本語が混じる表現だが、質問に来ることに抵抗はなかったようだ。また、この学年は４１％の国際生が在籍しているので、国際生同士で助け合うことも多く、この面では、担任としてはあまり困らなかった。
　部活はダンス部（体操部）に所属し、英語を第一言語とする国際生が多く、積極的に活動した。
　中２になると、クラス活動や行事、部活に積極的に参加するようになった。文化祭では、クラス内の文化祭総責任者に立候補し、クラスのリーダーとして働くことになった。しかし、ダンス部の発表もあり、係としての職責は十分には果たせなかった。にもかかわらず、クラスメートにはＳ子の気持ちが伝わり、評価され、認められた。運動会では、中学全体の責任者に立候補した。空回りする場面も多かったが、意欲的だった。
　この１年は、クラスの中で認められたいという気持ちから、責任者に立候補し、リーダーになることが多かった。仕事をこなせたわけではないが、熱意がクラスメートには伝わり、ムードメーカーとしての役割は果たした。クラスの雰囲気作りの一翼を担っていたと、担任としては感じた。
（中学１・２年の学級担任廣田知也教諭から山下が聞き取り記述）
(2)３年時の学級担任から
　中３では、ことばや気持ちの一方的な受信・発信ではなく、キャッチボールができるまでに成長した。ことばの裏にあるものをつかむこともできるようになり、冗談や皮肉の応酬もできるようになっている。概念の理解ができるようになったのではないか、と考えている。
　中学の前半は、生活感覚が日本的ではないため、日本的なコミュニケーションの距離間隔が取れない場面が多かったが、少しずつ「空気を読む」ことができるようになっていった。
　クラス活動では、文化祭の会計を担当し、「国際理解の日」の委員も引き受けて熱心に取り組んでいる。係を引き受ける生徒がいない状況を見て、回りに気を遣って引き受けたようにも感じた。
　部活動はブラスバンドに所属し、熱心だ。国際生が中心だが、友人関係も築いている。しかし、一般生までには広がっていない。自分を出したいのだが、出したらどうなるのか、という不安や遠慮があるように思う。もっと自分を出して一般生とも友人関係が作れるように成長してほしいと担任としては思っている。　
（中学３年の学級担任古川武文教諭から山下が聞き取り記述）
５．考察及びまとめ
5.1　「ダブルリミテッド／一時的セミリンガル」からの脱出
　本事例で取り上げたＳ子は「ダブルリミテッド／一時的セミリンガル」という状態から抜け出したと推測される。それは、そのような問題を抱える生徒に共通して見られる問題、すなわち、概念理解ができない、抽象的な思考ができない、学習が積み上げられない、学習に集中して取り組めない、場に応じた適切な行動・判断ができない等といったことを乗り越えたと認められ、英語・日本語の両言語とも年齢相当の力をつけてきていると思えるからだ。　　　　　　
　それは本人の努力、頑張りが何よりものことであり、いつも温かく支え続けた家族の力も大きい。一方、「ダブルリミテッド／一時的セミリンガル」と一口にいっても、個々の状況がまったく異なるので、万人すべからく有効ということではないかも知れないが、教員サイドの取り組みとして効果的であったと思える点をいくつかあげてみたい。
5.2　指導・支援上の留意点
●子どもの視点に立った受容的・共感的な姿勢　
　アメリカで生まれ育ったＳ子にとって、日本に行くことは帰国ではなく、外国に行くこと同然だったに違いない。生活環境、言語環境、学習環境という大きな環境の変化を一度に受け入れなければならない子どもの心中は察してあまりある。そんな児童・生徒に対して、最初に出会う教師との関係は重要な意味を持つ。初等学校の国際学級の杉山、学級担任の西村との出会いがS子にとって大きかったと思える。
　人は誰しも対する相手によって異なる面を見せる多面体である。そこには相手との人間関係が反映されている。母学級ではおとなしくしていたＳ子も国際学級に来るとストレスを発散しているように見えた。杉山はいつもＳ子に寄り添いながら、自分の言いたいことが表現できないときにはゆっくりと話を聞き、適切なことばの使い方を考えた。自己をありのままに見つめられるようになるためには、他者からの受容や理解が大前提になると言える。そのような意味からもありのままのS子を受けとめた杉山の存在は大きかった。
●自己肯定感を持てる活躍の場の保障　
　人が生活していく中で、トラブルがないということはまったくあり得ないことで、皆大なり小なりの問題を抱えている。トラブルの経験が子どもを成長させることにもなる。ある集団・グループの中で、「違う」ということに対して、今の子どもたちの反応は「ウソ」「マジあり得ない」「信じられない」云々といったことばに象徴されるように、たいへん不寛容になってきていると感じる。そのため多くの子どもの行動規範＝「普通」から逸脱していると思われる子どもは孤立化する傾向にある。Ｓ子の場合もそのような様子が見受けられた。
　時機を見て、担任の西村はＳ子の母親をゲスト・ティーチャーとして招き、「知っているようで知らない"アメリカ"、わかっているようでわかっていない身近な友だちのこと」というテーマで話をしてもらった。それによって、周囲の子どもたちのＳ子に対する評価が大きく変わった。違いを当たり前のことだと受けとめ、だからこそ理解することが必要なのだと、子どもたちに考えさせることができたのではないだろうか。子ども同士が互いを認め合う共感的な人間関係を大切にして、差異があるということが善し悪しの評価と結びつくことがないような配慮が教員には必要である。
　また、外国人のゲストを迎えたときに通訳という役割を与え、自分自身を思う存分発揮できる場をS子に保障した。子どもが自らの体験を通して学ぶ中で、自信を持てるように支援していくことも重要な意味を持つと考えられる。
●自尊感情を形成させるための工夫
　学習面でも、日本語が学年相当の教科書を十分に使いこなせない段階であっても、島田は教材を工夫したり、座学だけでなく、観察や作業、発表等を採り入れた学習方法を工夫する等して、年齢相応の学習に取り組ませた。同年齢の子どもたちと同じことをしているということを意識させ、自尊感情を育てるように努めた。できないことを無理にさせるのではなく、個に応じた教材や学習内容・方法を工夫し、小さなステップをいくつも踏ませて、達成感や成就感を持たせることはとても大切なことである。
●保護者との協力　
　更に教員は保護者とのコミュニケーションのチャンネルを日頃から常に持っておく必要がある。初等学校で西村らによって作られた学校（教師）－家庭（保護者）のコミュニケーションチャンネルは中学に入学してからも維持された。相互の信頼が協力関係を生み、Ｓ子の成長を支えることができたと感じられる。
　家庭と学校とが相互に補完し合いながら一人の子どもを育てていくという意味で、家庭と学校の連携がとても大切である。子どもの教育を親が一人で抱え込むのではなく、学校、教師といつでも話し合えるような場を持ち、お互いに情報交換しながら教育にあたることが重要である。教師が親の精神的支柱となり家庭が安定することは、ひいては子どもを支え安定させることにも繋がる。家庭との信頼関係をいかに作り、いかに深めるかということが大事である。
●子どもの育ちゆく力を信じる一貫した指導
　中学に入学してからもＳ子を迎え入れる国際学級の教員の彼女に対する姿勢は、初等学校時代と変わらなかった。子どもの視点に立った受容的・共感的な姿勢を指導・支援の基本とし、自己肯定感、自尊感情の形成の為に何ができるかと言うことを常に意識して接した。子どもの育ちゆく力を認め、子どもの持っている力を信頼する姿勢を持ち続けることができた。それは、初等・中学・高等学校と分断されることなく一貫して教育に当たれるからである。配当学年のカリキュラムを単年度で、あるいは小学校の学習は小学校で、中学校の学習は中学校で完結しなければならないという制約があれば、数学のスワイガートの指導に見られるような思い切ったことはできない。高校卒業時に必要十分な学力が身についていれば良いのだから、という安心感がゆとりをうみ、学習者、つまり児童・生徒中心の学習に繋がる。子どもはそのまなざしを感じ取りながら、自分の持っている力に自信を深めていくことができるのではないだろうか。
●評価方法の工夫
　評価に関しても、学習のつまずきを生徒の学習不足・努力不足ですませてしまう教員が多い中で、山下は生徒を決して責めることなく教員自身の問題として取り組んできた。結果・成果だけに頼らない評価法を工夫し、他との比較によるのではなく、その子の伸びに着目して評価する姿勢を貫いた。自己肯定感や自尊感情の支援を欠いた評価は、子どもには意味のないものである。
●目標の明確化
　生徒一人ひとりは異質ゆえに比較はできない。国際学級の日本語・国語と数学の授業は個別学習なので、生徒一人ひとりのニーズにあった学習を可能な限り用意するように努めた。そして学期の終わりにはその学期の自分自身の学習の振り返りをさせた。それによって他者とではなく、自分自身の過去と対比させながら今の自分を見つめ、自己の成長や変化を確かめることができるようになる。自己の状況・問題点をできるだけ具体的に把握し、その問題の克服・課題の達成に向けての視点を明確にしておくことが次の成長には欠かせないからである。
●人と人との関係づくり
　学級においては、中学２年生になるとＳ子はクラス活動や行事に積極的に参加し、周囲から認められようと責任あるポストに就いた。十分にその職責を果たすことはできなかったかも知れないが、その熱意はクラスメートにも伝わった。そして、クラスの雰囲気作りに欠かせない存在であったと担任からは評価された。中学３年になると周りの空気が読めるようになり、状況をよく見極め行動できるようになった。
　社会の一般的な価値観が、全体のことを考えて皆で一致協力することよりも、身近な自分自身のことを大切にしようとする傾向にあると感じられる。年齢的にも皆で何かするよりも自分自身のことだけで完結してしまおうとすることが多い中学生の中にあって、Ｓ子の行動は賞賛に値する。周囲の友だち、担任教師が彼女の存在を温かく受け容れたことによって、Ｓ子は自己表現能力、人間関係調整能力を身につけていくことができたのではないだろうか。
●情報の共有と教員の連携
　Ｓ子に関わる教員はお互いに情報を交換し合った。例えば数学のテストで良い点数を取ったとか、漢字のテストでがんばったとか、今日は体調が悪そうだった等といった情報を得たときに、日本語の教員が「数学のテスト良かったんだってね」、数学の教員が「漢字テストがんばったんだってね」、後の授業の教員が「さっきの時間具合悪そうだったけど大丈夫なの」といった声かけをする。Ｓ子は「何でそんなこと知っているの」と最初は驚いた様子を見せたが、多くの教員に見守られているという安心感を持って学校生活を送っているように思える。
　生徒が自分自身の成長を実感できるのは、他者から自分の良い面を認められ評価されるときである。それによって自己肯定感や自尊感情が高まる。裏を返せば我々教員は生徒の自己肯定感や自尊感情の形成に大きな影響力を持っているということである。子どもたちに大きな力を与えることができるという自覚を持ち、子どもの成長を共に喜び合える者として、日々児童・生徒と向き合っていきたいものである。
（加藤）
６．おわりに
　今回このような発表の機会が与えられたことを心から感謝致します。日々の校務に追われ「明日の授業をどうしようか」ということが何よりも優先され、大切な「振り返る」という作業をこれまでずっと避けて通ってきました。この発表を機に、初・中・高合同で小回りのきく小さな勉強会を何度も開き、情報の共有ができたことが我々にとって一番の大きな収穫でした。また、忙しい時間を割いてインタビューに応じ、協力してくれた同僚をたいへんありがたく感じました。
  最後に、今回の発表にあたり、事例として取り上げることを快く承諾してくださったＳ子さん、並びに取材に応じてくださったお母様に心から感謝とお礼を申し上げます。
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ディスカッサントの先生への質問事項　　　（啓明学園）
①言語を学習する上で、特別な支援が必要な児童・生徒を見分ける方法・手段・観察の視点等はありますか。
入学してすぐには、教員は気づきません。保護者との関係が十分にできていない段階では教員から保護者に切り出しにくい話題でもあります。また、日本では特別な支援が米国などに比べ充実していないこともあり、特別支援を受けることに引け目を感じ、隠そうとする保護者もいます。そんな中で、特別な支援を必要とする子どもを早期に発見するための方法・手段・観察の視点等あれば教えてください。
②一時的なセミリンガル状況にある人と脳の機能に障害を持った人（学習障害）に共通した現象が見られると思いますが、同じ現象と見ていいのか、それとも違うのでしょうか。
例えば、多動、整理できない、字が汚い、すぐに忘れてしまう、学習が積み重ならない････といった状況がセミリンガルの子にも見られます。学習障害と共通しているように思いますが、本質的に同じものなのでしょうか、それとも違うものなのでしょうか。学習障害では「繰り返しは効果がない」と言われますが、セミリンガルの子に対しては繰り返し同じことをやらせることによって、ある日突然効果が現れるということを私たちは経験しています。繰り返し何かをさせるという方法ではなく、違うやり方をすればもっと早く効果が現れるのでしょうか。
 ③生理的な発達、例えばホルモンの分泌等と言語の発達に相関関係は見られるのでしょうか。
　
ある程度身長が伸びたり、男子の場合はひげが生えたり、女子の場合は化粧に関心を持つ等、身体的・精神的な成長を待たないと言語的な発達も見られないということを、私たちは経験から感じています。身体の生理的な発達と言語の発達に相関関係は見られるのでしょうか。
④セミリンガルになるのはその子自身の資質の問題が大きいと思いますが、モノリンガルの言語環境下であれば発生しなくても、異なった言語間の移動に伴う環境の変化等によって言語の発達に問題が生じると言うことはあり得るのでしょうか。
上記４点につきまして、おわかりになる範囲で、また、お感じになられることで構いませんのでご教示いただければ幸いです。

